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「長井ダム水辺空間のオープン化」の指定書伝達式を開催します

～ 東北初！ 都市・地域再生等利用区域の指定 ～

長井市は、長井ダム水辺空間のオープン化に向けて、令和２年１

月１０日に東北地方整備局あて要望書を提出しておりましたが、令

和２年２月２０日付けで指定となりましたので、下記のとおり指定

書の伝達式を開催いたします。

令 和 ２ 年 ２ 月 ２ ０ 日

最上川ダム統合管理事務所

長 井 市

※ 平成２３年３月の河川敷地占用許可準則改正によって、協議会等により地域の合意が図ら

れた地方公共団体からの要望を踏まえ、河川管理者が「都市・地域再生等利用区域」に指

定すれば、占用主体及び占用施設を緩和してオープンカフェ、売店への占用許可が可能に

なります。 （長井市の計画内容は別紙１、制度の概要は別紙２をご参照ください）

※ 「都市・地域再生等利用区域」に指定する事を「水辺空間のオープン化」と称しています。

〈 発表記者会 山形県政記者クラブ、米沢記者倶楽部 〉

〈お問合せ先〉

国土交通省東北地方整備局 最上川ダム統合管理事務所 電話 0237-75-2311

技術副所長 後藤 浩志 ／ 建設専門官 伊藤 基博

長井市 地域づくり推進課 電話 0238-87-0817

課 長 新野 弘明 ／ 主 任 渡邉 脩太

ごとう こうし いとう もとひろ

にいの ひろあき わたなべ しゅうた

・ 東北では河川を含め初の指定。管理ダムでは全国初の指定です。

・ 指定を受けた区域での「民間事業者による営業」が可能となります。

1．日 時：令和２年２月２７日（木）１３：００～１３：３０

2．場 所：旧長井小学校第一校舎 ２階「学び・交流ルーム２」

※ 敷地内に駐車場がございません。駐車場所は別紙３をご確認ください

3．出席者：東北地方整備局河川部長、長井市長

4．内 容：伝達式、長井市長による事業計画概要説明







【別紙３】

駐車場のご案内

※ 旧長井小学校第一校舎敷地内には駐車場がございません。

市民駐車場か道の駅川のみなと長井の駐車場をご利用ください。

※ 会場から近い順としては「P１、P２、P３」となります。

徒歩ルート

車両進入禁止



全国初！ 長井ダム 水辺のオープン化

オープン化とは・・・河川空間では、原則、営業活動は行われていませんでしたが、河川空間を積極的に活用

したいとの要望の高まりを受け、地域の合意が得られた場合等の要件を満たせば、オープンカフェなどの営業

活動が可能となりました。（H23年3月8日河川敷占用許可準則の一部改正）このように河川空間で営業活動が

行えるよう、「都市・地域再生等利用区域の指定」をすることをオープン化と称しています。

長井市では、観光振興計画の中で長井ダムを「水の観光の拠

点」として位置づけ、様々な事業を展開しています。例えば、

平成30年度から試行的に水陸両用バスの運行等を行っています。

利用者からは大変好評を得ており、今回「長井ダム水辺のオー

プン化」により、民間事業による本格運営を行い、一層の賑わ

いを創出することを目指しています。なお、国が管理するダム

では全国で初めての取り組みとなります。

①ツアー客のダム施設見学 （ダム下流広場等）

②飲食物の提供及び物品販売 （船庫展示室等）

③水陸両用バス、遊覧船 （折草沢管理用道路）

④ゴムボートツーリング （合地沢湖面広場）

※令和2年1月10日要望書提出。令和2年2月20日指定。今後、3月中に

河川占用申請・許可、4月から利用開始を予定しています。

事業者 長井ダム水源地域ビジョン推進会議

長井市 ＜占用主体＞

占用許可許可申請

意見聴取

最上川ダム統合管理事務所

使用契約

ダム見学（下流広場）

ボートツーリング
（三淵渓谷通り抜け参拝）

屋形船（秋季運航）
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水陸両用バス（夏季運航）

ダム見学（堤体内部）

最上川ダム統合管理事務所

事業内容（予定）長井市による長井ダムのオープン化利用計画

事業スキーム

【参考資料】


